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アオミドロ語誌（2）：
アオミドロの初出と江戸時代の用例

仲田 崇志

　『日本国語大辞典 2版』に載ったアオミドロの用例は『語
彙』（1871．5巻 52丁表）が最古だが，調べてみると江
戸時代の文献にも用例が見つかった。
　確認できた最古の例は，『雑字類編』（柴野栗山，1764序，
1786刊）にある「アヲシドロ／陟𨤲／アヲサ」（6巻 8丁
裏）であった（「シ」は「ミ」の誤写だろう）。『雑字類編』
は節用集と同様に，読みから漢字を引くための漢字辞書
で，「陟𨤲」（陟厘／ちょくり）は植物の中でも藻類の並
びに掲載された。陟厘は平安時代からアオノリに当てら
れてきたが（詳細は『語誌（3）』にまとめたい），林羅山
（1583–1657）はこれを淡水藻（川の苔）とした（『新刊 

多識編』1631刊．2巻 25丁裏）。栗山（1736–1807）は
18歳で林家に入門しており（『国書人名辞典』参照），羅
山の説を受けて陟厘を淡水藻のアオミドロに当てたのだ
ろう。
　『雑字類編』には各語の説明はなかったが，『本草綱目
啓蒙』（小野蘭山，1803–1806刊）では流水中石上に生え
る糸状のものを陟厘，止水中や川の淀みに浮くものを水
綿とし，後者に「俗名アヲミドロ」（17巻 1丁裏）を当てた。
以降，『物品識名』（岡林清達・水谷豊文，1809．134丁
裏）や『本草図譜』（岩崎灌園，1828成立．37巻 15丁表）
などが水綿に「アヲミドロ」を当て，明治時代にまで引き
継がれていった。

『雑字類編』（柴野栗山，1764序，1786刊，筆者蔵）．左，書影
（上，上巻表紙．下，下巻 6巻 8丁裏・9丁表を示した）．右，6
巻 8丁裏の一部を拡大．「アラメ／海帶　アヲノリ／海苔　青ー　
アマノリ／紫苔／アサクサノリ。ー菜　アヲシドロ／陟𨤲／アヲ
サ」とある。




